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会社・大学
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お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO.250275

◆日時：2025年05月27日（火） 10:00～17:00

◆会場：WEBセミナー（オンライン開催）　

◆聴講料 ： 1名につき57,200円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

※本セミナーはZOOMを使ったLIVE配信セミナーです。会場での参加はございません。

●講師：（株）経営技法 代表取締役社長　鈴木 俊介 氏

【講座の趣旨】 【プログラム】

　新製品の創出と成功は簡単ではありません。どんな
イノベーティブな企業でも絶対値としての勝率は決し
て高くはありません。しかし、それでも相対的には競
合より高い勝率を実現する企業は生き延びます。

そのためには何が必要か？何をしてはいけないか？

　限られたスタープレイヤーに依存する「博打的」期
待ではなく、社員の誰からもアイディア気づきを引き
出し、育て、形に仕上げていく、「確率論」で勝負する
態勢にするにはどうするか？

　製品案の創出から実現に至るまでのプロセスにつ
いて、大切な種を潰さずに花開かせるにはどうすべき
か、その王道の手順と要諦をお話します。

　関係者一人ひとりが組織で共有認識し、きちんと理
解し実践することで、「価値ある勝ち」が積み重なり、
利益と人材活性化が連動する「つよい企業の土台」
ができるはずです。

１．製品開発プロジェクトにおけるよくある問題点
　1-1 何がいけなかったのか？失敗、頓挫の事例に学ぶ
　1-2 成功する新製品開発プロジェクト・マネジメントの要諦
　　　－外してはいけないポイント、抜きん出るコツ
２．何をなぜつくるのか？マーケティングと事業戦略の基本
　2-1 商品コンセプトの基本－つくりたい、売りたいものをどう定義し言い表すか
　2-2 差別化とは何か?なぜか？
　2-3 市場時期別の特徴－参入タイミングによって異なる売れるもの
　2-4 経営者視点で考える事業ポートフォリオ－高収益が継続する事業の組み合わせとは？
３．新製品アイディア創出のアプローチ
　3-1 技術シーズから考える
　　(1) 技術の棚卸しと強みの本質の抽出
　　(2) 技術の歴史とトレンド予測から自社のアドバンテージを探す
　3-2 顧客ニーズから考える
　　(1) 潜在ニーズを発見する調査分析のポイント
　　(2) 気づかない、言葉にされない課題のみつけかた
　3-3 ネーミングとコンセプトから考える
　3-4 ソリューション設計－複数の要素を絡めて総合的に解決する
４．案の創出と評価
　4-1 案を産ませる創造的思考のアプローチ－ユニークブレインラボ®の要点
　4-2 案の評価と意思決定基準－可能性を潰さずに育てるための物差しのつくりかた
５．仮説検証をいかに早くまわすか？
　5-1 仮説とは何か？検証するとは何か？ 質と効率を両立する考え方
　5-2 実験のデザイン－能動的・創造的に組み立て実践するコツ
　5-3 市場性テスト：低コストで途切れないテスト・マーケティングを繰り返すには？
６．新製品を創発する組織のありかた
　6-1 新しいものが生まれて不思議がない態勢とは
　6-2 起業家的人材の行動様式とマインドセット－人材発掘と育成のポイント

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき49,500円（税込）

　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で57,200円（税込））

新製品開発プロジェクトの考え方と進め方

～市場を、時代を切り開く、高付加価値品づくりの考え方と方法論～

https://www.rdsc.co.jp/seminar/250275


